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Ampicillinのpivaloyloxymethyl-esterで あ るPivampi-

cillinを 経 口投 与 す る と,生 体 内 です み や か に分 解 さ れ

てAmpicillinと な り,高 い 体 液 中濃 度 を示 す の で,そ

の 臨床 効 果 が期 待 され て い る。 こ の た び私 た ち は,外 科

領 域 に お け る軟 部 組 織 の感 染 症 例 に本 剤 を試 用 し た の

で,そ の結 果 を こ こ に報 告 す る。

臨 床 試 用 対 象 な ら び に そ の成 績

本 剤 を主 と して急 性 軟 部 組 織 感 染 症 の57例 に投 与 し

た。 そ の 内訳 は,フ ル ンケル14例,膿 瘍10例,感 染 粉 瘤

5例,蜂 案 織 炎 お よび〓 疽13例,骨 髄 炎,リ ンパ 節 炎 な

ど各 種感 染症10例,感 染 を伴 う熱 傷2例,腹 膜 炎1例,

感 染 挫 創2例 な どで あ る。

大 多 数 の 症 例 に は,本 剤 を1回250mg(125mg入 カ プ

セ ル2コ)ず つ,毎 食 後 お よび就 寝 前 の1日4回,計

1,000mgを 経 口投 与 した が,一 部 の 症 例 には,1回375

mg(125mg入 カ ブ。セル3コ)ず つ,毎 食 後,1日3回,

計1,125mgを 経 口投 与 した。 投 与 期 間 は3～140間,

投与総量は3～14.5gで ある。本剤を投与 された臨床例

を一括 してTable1に 示 した。

臨床効果の判定はTable2に 示 す基準に したがって,

著効,有 効,や や有効,無 効および不明と判定 した。以

下に疾患別治療成績をのべる。

1. フル ンケル:14例(Table1,症 例1～14)中,

著効5例,有 効8例,無 効1例 で,有 効率は92.9%で

ある。このなかの無効例は,長 期間にわたる〓瘡型面疔

で,本 剤375mgず つ,1日3回,9日 間投与 され た

が,症 状の改善がみられなかったものである。

2. 膿瘍:10例(Table1,症 例15～24)中 著効1例,

有効8例,無 効1例 で,有 効率は90%。 このなかには本

剤による治療開始前すでに切開をうけていたものが2例

あるが,こ れらは,い ずれも有効例のなかに含まれてい

る。無効の1例(症 例24)は,す でに自潰 して痩孔化の

みられた直腸周囲膿瘍で,本 剤を7日 間投与 されても,

この期間内には症状の改善がみ られなかった もの で あ

る。

3. 感染 粉瘤:5例(Table1,症 例25～29)中 著 効

2例,有 効およびやや有効各1例,無 効1例 である。こ

の無効例(症 例29)は,発 病後25日 目に本剤による治療

の開始されたもので,1回375mgず つ,1日3回,7

日間投与 されたが,そ の症状が改善 されなかった。

4. 蜂案織炎および〓疽:13例(Table1,症 例30～

42)中 有効7例,や や有効4例,無 効1例,不 明1例

で,有 効率は84.6%。

無効例(症 例42)は 右中指〓疽のため,250mgず つ,

1日4回,7日 間投与されたが,症 状が改善 されなかっ

たので,の ちに切開を加えられた。また効果不明の症例

(症例32)は 右足蜂案織炎で,初 診 と同時に本剤の投与

を開始,切 開を加えられたが,そ の翌 日から患者が来院

しなくなったため,効 果が明らかでない。

5. リンパ節炎およびそのほかの感染症:10例(Table

1,症 例43～52)中 著効2例,有 効8例,有 効率100%。

6. 感染創:5例(Table1,症 例53～57)中 有効4

例,や や有効1例 。
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Table 1. Results of a clinical trial of pivampicillin on infectious diseases of the soft
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tissues in the field of surgery
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Table 1 (continued)
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Table 1 (continued)



VOL. 22 NO. 4 CHEMOTHERAPY 555



556 CHEMOTHERAPY JUNE 1974

以上を総合すると,57症 例 のうち著効,有 効およびや

や有効であった症例を合計すると51例 とな り,無 効例は

5例,不 明1例 で,有 効率は89.4%と なった。

7.　 副作用:57症 例 のうち16例(28.1%)に 副作用が

み とめられた(Table3)。 すなわち,胃 腸障害12例,発

疹3例,胃 腸障害 と発疹の併発1例,肝 機能の悪化1例

で,副 作用のため投薬を中止した症例は15例 中7例 であ

る。なお臨床検査成績はTable4,5に 示すとおり,肝

機能の悪化を認めた1例 以外は,特 に異常を認めなかっ

た。本症例はもともと肝疾患の既往歴を有するものであ

り,投 与終了後の経過を追っていないので,本 剤による

ものかどうかは断定できない。これらの副作用をきたし

た症例では,1回 投与量と投与総量との問に関連を求め

がたかった。 したがって,本 剤に由来すると思われるこ

のような副作用は,投 与量の多寡に起因すると考えるよ

りは,む しろ本剤特有の薬理作用に由来するものと考え

たい。

む す び

私たちは,Pivampicillinを 軟部組織の急性感染症に試

用 した。投与対象が主 として外来患者であったので,起

炎菌の分離,薬 剤感性の追求など臨床諸検査成績のそろ

わなかったものも含まれている。 しかし,そ の治療成績

は90%に 近 い有効率を示している。なお,本 剤を投与 さ

れた57例 中16例 に副作用がみとめられ,そ のうち7例 で

は投薬を中止せざるをえなかった。

Pivampicillinの 経 口投与には軽度の消化器障害を伴 う

Table 2 Criteria for evaluating the effectiveness 

of an agent on infectious diseases of the 

soft tissues

Table 3. Side effects of pivampicillin
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ことがすくなくないが,特 記すべき重篤な副作用はみら

れず,外 科領域における軟部組織の急性感染症に対して

期待の大きい薬剤であると考えられる。
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Pivampicillin was used in acute infections of soft tissues. Since most of the patients were treated in the 

outpatient clinic, clinical data such as the isolation of causative organisms and sensitivities to drugs were 

occasionally insufficient. However, the rate of positive effect was as high as 90% in these therapeutic results. 

Side effects were observed in 16 of 57 cases and the administration of the drug had to be discontinued in 7. 

The oral administration of pivampicillin was sequentially accompanied by a mild digestive disturbance but no 

other serious side effects that have been described in the past were encountered. Pivampicillin appeared to be 

the drug of choice with high expectations in acute infections of the soft tissues in the field of surgery.


